	　平成２３年度　　第１学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録      Ｎｏ．１

	月
	単元名／題材名　
目標　
	予定時数
	実施時数
	備　　考


	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	４

５

６


	１　どきどき わくわく　１ねんせい
目標：学校の施設や先生，友達などとかかわることを通して学校に親しみ，学校生活を送るための習慣や技能を身につけ，登下校のルールなどがあることが分かるとともに，これからの学校生活や教科学習などへの意欲をもち，楽しく安心して遊びや生活ができる。
	全
３


	
	

	
	１　がっこうに 
いこう
２　がっこうの 
ことが 
しりたいな
３　なかよく 
なりたいな

	□学校の施設を利用したり先生や友達などと進んでかかわったりするなどして，これからの学校生活に意欲的に取り組むこと
□必要なルールやきまりを考えて安全に登下校したり，学校生活を送ったりすること
□学校の施設はみんなのものであることが分かり，みんなで施設を利用する楽しさやよさに気付くこと
□学校は，先生や友達など，安心して楽しくかかわれる人に囲まれていることに気付くこと

	１

１

１
	
	・他の児童が見つけていないことに気付いた児童の発言を全体に広げ，通学路の様子に関心をもたせる。
・基本的な生活習慣の指導については，特別活動の学級活動との関連を図る。
・事前に，入学児童が幼稚園や保育所で行っていた生活習慣を把握しておき，幼児教育との接続に配慮する。
・児童の様子や実態に合わせて，柔軟に時間を運用する。
・友達と遊べない児童には，教師が誘っていっしょに遊びに入ったり，児童と知り合いのほかの児童に誘ってもらったりして，集団遊びに加われるよう支援する。
・最初に，何人の友達の名前を覚えたかを児童に発言させ，お互いの名前を覚えるための活動に導く。活動後に，もう一度聞くことで，児童の変容を見取る手がかりにもなる。

	
	２　がっこう　だいすき
目標：友達といっしょに校舎内や校庭を歩いたり，通学路の様子を調べたりして，学校の施設や，学校生活を支えている人々や自分たちの安全を守っている人々のことが分かり，楽しく安心して遊びや生活ができるとともに，安全な登下校ができる。　
	全
15


	
	

	
	１　みんなで 　　　　　がっこうを 　　　　　　あるこう
　
２　がっこうを 
たんけんしよう
３　がっこうの 
ひとと 　　
なかよくなろう
４　こうていも 
　　たんけんしよう
５　がっこうで 
　　　みつけた 
　　　　ことを 
　　　　　　はなそう
６　みんなで 
　　　つうがくろを 
　　　　　　あるこう
	□学校の施設，先生や友達などに関心をもち，かかわること
□学校には，みんなで気持ちよく生活するためのルールやマナーがあることに気付くこと
□自分たちでもう一度行ってみたい場所を出し合い，探検すること
□自分たちで話し合って考え，探検したい場所ややってみたいことを決めること
□学校の施設の特徴や役割が，分かること
□探検で人々とかかわったことを振り返り，めあてを新たにすること
□探検をするときの話し方やマナーなどを考えインタビューすること
□自分たちの学校生活を支えるために，学校にはいろいろな人がいることや，その働きが分かること
□校庭の様子に関心をもち，校庭の動植物や施設などを探したり，かかわったりすること
□校庭の動植物や施設の様子に気付くこと
□前時までの活動を振り返り，伝えたいことを考え，記録カードにまとめたり，発表したりすること

□学校にはいろいろな施設があり，たくさんの人が学校を支えていることが分かり，学校では楽しく安心して遊びや生活ができることに気付くこと
□通学路の様子に関心をもち，標識など，安全を守るための施設を探すなど，安全な登下校をすること
□毎日の登下校を振り返り，自分たちの安全を守ってくれる人々への感謝の気持ちを友達と話すこと
□自分たちの安全を守ってくれる人々や施設など，通学路の様子に気付くこと

	３

２

２

２

３

３


	
	・学校の中で行ったことのある場所について話
し合うなどして，校内のいろいろな場所に行くことへの意欲化を図る。
・人についても話し合い，学校を支えている人々にも関心をもたせるようにする。
・「みんなで がっこうを あるこう」の活動をもとに，もう一度行きたい場所について話し合い，探検への意欲化を図る。
・働いている人にインタビューしてきた児童　を取り上げ，次の活動につなげる。
・「がっこうを たんけんしよう」の中で，インタビューしてきた児童の活動を紹介し，学校の人となかよくなろうとする意欲を高める。
・休み時間に校庭で遊んだことや，校庭の動植物について話し合わせるなどして，校庭の動植物や施設に関心をもてるようにする。
・これまでの活動をみんなで振り返り，発見したことなどを話し合う中で，自分が伝えたいことを明確にさせる。
・毎日の登下校時における通学路の様子について話し合い，どのようなルールやマナーがあるかを発表し，通学路の様子に関心をもてるようにする。
・教師が写真資料を提示するなどして，安全を守るための施設に関心をもてるようにする。

	　平成２３年度　　第１学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．２

	月

	単元名／題材名
目標
	予

	実

	備　　考


	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	５


	３　きれいに　さいてね　たくさん　さいてね
目標：植物を，大切に，継続的に育てることを通して，それらの変化や成長の様子に気付くとともに，それらに親しみをもち，適切に世話を続けることができる。
	全
11


	
	

	
	１　たねを まこう
	□花の咲く植物がいろいろあることに関心をもち，大切に育てること
□植物を育てる場所や季節のことを考え，自分が育てる植物を決めること
□植物の種類によって種の様子が違うこと，自分が育てる植物やまく場所に合った，種のまき方があることなどに気付くこと
	２
	
	・ひとつの植物に限定せず，教科書や図鑑を見たり，家の人に聞いたりして，育てたい植物を自ら選ぶことを助言し，意欲をもたせるようにする。
・土づくりなどは，児童とともに行いながら指導する。
・成長への願いを書かせる，名前をつけさせるなどして，育てる植物に愛着をもたせる。

	
	２　まいにち 　　　せわを しよう

	□植物の成長に関心をもち，進んで世話をすること
□植物の変化や成長について考え，水や肥料，支柱立てなどを工夫しながら世話をすること
□植物に生命があることや成長していること，適切な世話の仕方があることに気付くこと
	２
	
	・世話の仕方は，植物の成長の様子や状態に合わせ，その都度話し合わせる。

・教室や学校図書館に図鑑をそろえたり，上級生や職員の方に育て方を聞く機会をつくったりする。
・愛情をもってかかわる姿，成長を喜ぶ言葉，記録カードなどにかかれた気付きなどを取り上げ，称賛するようにする。

	７
	３　はなを 　　　　さかせよう
	□開花を喜び，その喜びを教師や友達，家の人などに伝えること
□花の美しさを残したり，開花の喜びを伝えたりするための方法を考え，作品をつくったり絵や文で表現したりすること
□花が咲くまで，自分が頑張って世話を続けてきたことに気付くこと
	２
	
	・何種類かの植物を育てているときは，その開花時期が異なってくるので，開花した児童から表現活動を始めさせる。
・咲いた花の数を数える，においや手触りを確かめる，花瓶に飾る，花束をつくるなどして開花した花とかかわらせ，その喜びを絵や文などで表現し，喜び合うようにさせる。

	９
	４　たねとりを 　　しよう
	□種の色や形，大きさ，数などに関心をもち進んで種取りをすること
□育てた植物のことやこれまでの世話などについて振り返り，植物を育てることの喜びや楽しさ，その難しさを表現すること
□色や形，大きさや手触りなどの種の特徴，植物は種をつくり，生命をつないでいることに気付くこと
	５
	
	・集めた種の色や形，大きさ，数などを調べさせたり，まいた種と比べさせたりして，種ができた喜びを感じさせる。
・記録カードをつづって絵本にしたり，種をとっておくための袋をつくったりして，今までの活動を振り返らせる。
・種の使い方は多様に考えられるので，子どもひとりひとりの思いを生かすようにする。

	
	５　あきにも　 　　　そだてよう

	□開花や収穫への願いをもって，大切に世話を続けること
□育てる植物に応じた世話の仕方を考え，工夫して，適切な世話をすること
□育てている植物の変化や成長，自分が春のころよりも上手に世話ができるようになったことに気付くこと
	外
	
	・来年入学してくる１年生を迎えるために，４月に開花する植物を育てることで，意欲化を図ってもよい。
・球根や秋まきの植物は，学校の実態に応じて扱う。


	６


	４　なつだ　いっしょに　あそぼうよ
目標：夏の公園や校庭で，友達と遊んだり，動植物，水，土，砂などの自然を利用して工夫して遊んだりして，遊びのおもしろさや自然の不思議さに気付き，みんなで遊びを楽しんだり，自分たちの生活を楽しくしたりすることができるとともに，公園や校庭がみんなで使うものであることが分かり，安全に気をつけて正しく利用することができる。
	全９


	
	

	
	１　みんなの　　　　　こうえんで　　　　あそぼう

	□身の回りの遊び場に関心をもち，みんなで楽しく遊ぶこと
□公園の遊具や自然を使った遊びを考え，みんなで遊ぶこと
□身の回りには，公園など，みんなで使う遊び場があることが分かるとともに，楽しく安全に利用するためのルールやマナーがあることに気付くこと

	３

	
	・通学路を歩いたときに見つけた公園やふだん遊んでいる公園での遊びについて話し合い，遊ぶ活動への意欲化を図る。
・可能であれば，公園に来ている人，管理する人などとの交流活動を計画する。
・事前に公園までの道のりや危険な箇所を洗い出しておき，ほかの職員，保護者などに引率してもらうなどして，安全の確保に努める。
・気付いたことをみんなの前で話すことができない児童には，教師が個別に話を聞き，表現させる。
・うがい，手洗いなど，衛生面の指導を徹底する。

	　平成２３年度　　第１学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．３

	月
	単元名／題材名
目標
	予

	実

	備　　考


	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	７

８

９
10


	２　くさばなや　　むしを　　　　　さがそう　　　　
３　つちや　すなで
　　　　　あそぼう
４　みずで　　　　　　　　　あそぼう

	□草花遊びや虫探しなどに関心をもち，進んで取り組むこと
□諸感覚を使って夏の草花や虫を観察したり，夏の草花で工夫して遊んだりすること
□土や砂を使った遊びに関心をもち，友達とかかわりながら楽しく遊ぶこと
□土や砂を使った遊びを考え，友達と遊ぶこと
□水を使った遊びに関心をもち，友達とかかわりながら楽しく遊ぶこと
□水を使った遊びを考え，友達と比べたり繰り返し試したりしながら，工夫して遊ぶこと
□水の性質の不思議さに気付くこと
	２

２

２


	
	・公園での遊びや日常会話から，最近見られる草花や虫についての話題を投げかけ，関心をもたせる。
・草花や虫を探したり遊んだりできない児童には，教師が声をかけたり，いっしょに遊んだりする。
・土と砂に触れることができる場を用意する。
・じょうろやビニル袋，磁石など，遊びの中で使うことができるものを準備しておく。
・水を利用した遊びについて話し合い，遊ぶ活動への意欲化を図る。
・おすすめの遊びを紹介しながら，みんなで遊ばせる。


	
	５　いきものと　なかよし
目標：身近な生き物を探したり飼ったりして，それらの生息環境や，変化や成長，生き物は生命をもっていることなどに気付き，生き物の立場に立ってすみかや世話の仕方などを考え，生き物への親しみをもち，大切に世話をすることができる。
	全７


	
	

	
	２　むしを　　　　　　さがそう　　　　

３　むしと　　　　なかよく
　　　　　　なろう
４　どうぶつを 　　　　　かおう

	□校庭などにいる，虫などの生き物に関心をもち，それらを観察したり捕まえたりすること
□虫などの生き物が生息している場所を考えながら探すこと
□虫などの生き物を捕まえた場所の特徴に気付くこと
□捕まえた生き物に合ったすみかやえさを考え飼育すること
□動きや形，えさといった生き物の特徴などに気付くこと
□以前よりも，自分自身の生き物への親しみが増したことに気付くこと
□生き物のえさやすみかを工夫しながら，生き物に合った飼育方法を考え，継続的に飼育すること
□生き物の変化や成長の様子，生き物が自分たちと同じように生命をもっていることに気付くとともに，自分が生き物に親しみをもち，上手に世話ができるようになったことに気付くこと

	３
４
外

	
	・夏休み前から継続している栽培活動と関連させて校庭に連れ出し，校庭の虫の存在に気付かせる。
・虫の生息環境の違いに気付かせるために，校内のさまざまな場所で虫探しをさせる。近づいてはいけない場所や，校外には出ないことなどは，事前に十分指導しておく。
・虫を捕まえられなかった児童には，捕まえた児童とグループを組ませるなどの支援を行う。
・生き物の立場になって考えさせ，必ず捕まえた場所に戻すように指導する。
・学校全体でのサポート体制，病気の際の受診時の予算，保護者の同意など，事前にさまざまな課題をクリアしておく。
・個々の児童のアレルギーの有無などを事前に調べておき，動物と触れ合う前後の手洗いを徹底する。
・動物は長く生きること，えさやふんなどの世話が毎日必要なこと，虫のようにもといた場所に返せないことなどに触れ，責任をもって飼育し続けなければいけないことに気付かせる（場合によっては，その死についても触れる）。

	
	５　たのしさ　いっぱい　あき　いっぱい
目標：秋の校庭や公園で，身近な動植物の様子を観察したり，公園に来ている人とかかわったり，秋の草花や樹木，虫などの自然を利用し，工夫して楽しく遊んだりして，遊びのおもしろさや自然の不思議さに気付き，安全に気をつけて，みんなで遊びを楽しんだり，自分たちの生活を楽しくしたりすることができる。
	全

12


	
	

	
	１　あきを　　　　　　さがそう

	□秋の草花や樹木，虫などに関心をもち，それらを観察したり，木の実などを集めたりすること
□諸感覚を使って初秋の動植物を観察し，変化の様子を振り返って，それを友達と話すこと
□秋の草花や樹木，虫などの様子が，夏から秋へ移り変わっていることに気付くこと

	３
	
	・集めた木の実などの色や形などを比べる場を設定し，自然の材料を集める活動への意欲化を図る。
・服にくっつきやすい草の実を集めるなど，植物の特徴に関心をもてる活動を設定したい。
・春や夏に校庭を探検した場所の草花や樹木，虫などの様子をもう一度観察して，自然の様子を比べられるようにしたい。
・虫の生息環境の違いに気付かせるために，校内のさまざまな場所で虫探しをさせる。近づいてはいけない場所や，校外には出ないことなどは，事前に十分指導しておく。


	　平成２３年度　　第１学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．４

	月
	単元名／題材名
目標
	
	
	

	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	11


	２　こうえんで　　あきを　　　　さがそう
３　はっぱや みで　あそぼう
４　みつけた あきを しょうかい　　　　　　しよう

	□秋の公園の様子に関心をもち，公園の動植物を観察したり公園に来ている人とかかわったりして，みんなで楽しく遊ぶこと
□諸感覚を使って秋の動植物を観察し，それらを使った遊びを考え，みんなで楽しく遊ぶこと
□夏から秋になり，動植物の様子が変わっていることやそれに応じて人々の生活の様子が変わっていることに気付くこと
□秋の自然物を使った遊びに関心をもち，みんなで楽しく遊ぶこと
□秋の自然の特徴を利用して，遊びを工夫したり，遊びのルールを考えたりして，みんなで楽しく遊ぶこと
□秋の自然物を使って遊びをつくり出すおもしろさに気付くこと
□自分が見つけた，秋の動植物や人々の生活の様子を，友達と伝え合うこと
□季節の変化の様子や自分が秋の自然を利用して遊んだことを振り返り，伝えたいことを選ぶこと
□身近な動植物や人々の生活が，季節によって変わっていくことに気付くこと
□友達が自分とは違うことを見つけていることや，友達と伝え合うことの楽しさに気付くこと
	３

３

３


	
	・夏の公園の花壇や樹木の様子と比べながら調べることで，自然の様子が変わっていることに気付かせるようにする。
・公園に来ている人の様子を観察したり，お気に入りの秋についてインタビューしたりするなど，秋を探す視点をもって活動できるようにする。
・公園までの道のりやその様子を調べておき，危険な箇所を洗い出しておき，ほかの職員や保護者につき添ってもらうなどして，安全確保に努める。
・葉や木の実を拾い集めたり，拾った場所で自然物の特徴を生かした簡単なおもちゃをつくったりして遊べるように準備をしておく。
・拾い集めた自然物を教室に飾って楽しむなど自分たちの生活を楽しめるようにする。
・「あきの おもちゃを つくろう」の単元との関連を図り，集めた自然物の残りを確保しておく。
・記録カードなどを整理させ，見つけた秋を振り返ることができるようにさせる。
・自分が友達に紹介したい秋を明確にして，クイズや記録カードなどに工夫してまとめ，相手に分かりやすく紹介させる。
・見つけた秋を紹介し合う際は，共感したり，感動したりしたことなどを，聞き手が紹介者に伝える時間を確保する。


	
	６　あきの　おもちゃ　だいしゅうごう
目標：秋の校庭や公園で集めた葉や木の実を使って，おもちゃや飾りを工夫してつくったり，遊び方を工夫したりして，秋の遊びのおもしろさや自然の不思議さに気付き，安全に気をつけて，みんなで遊びを楽しむことができる。
	全９


	
	

	
	１　あきの 　　　　おもちゃを 　　　つくろう
２　みんなで 　　　あそぼう 　　
２　あきの 　　　　おもちゃで 　　いっしょに 　　あそぼう 　　
	□自分たちで集めた葉や木の実に関心をもち，それらを使っておもちゃや飾りをつくること
□集めた秋の自然物の中から，使ってみたいものを選び，試したり，見立てたりして，工夫しながらおもちゃや飾りをつくること
□集めた秋の自然物の特徴を生かしておもちゃや飾りをつくり出すおもしろさや，秋の自然物の色や形には種類によってきまりがあることなどの，自然の不思議さに気付くこと
□自分や友達のつくったおもちゃや飾りに関心をもち，みんなで楽しく遊んだり，おもちゃや飾りのことを伝え合ったりすること
□実際に遊ぶ中で，みんなが楽しく遊べるように考え，遊びのルールや約束を工夫しながら遊ぶこと
□友達のおもちゃや飾りには，自分のおもちゃや飾りとは，違うよさがあることに気付くこと
□園児と楽しく遊ぶため，道具や用具の準備，かたづけ，整理整頓などをすること
□相手が園児であることを考えて，おもちゃ遊びのルールを工夫して，いっしょに遊ぶこと
□自分が園児を楽しませることができたことが分かり，自分自身の成長に気付くこと
	６

３

外


	
	・試し遊びを繰り返して自分のおもちゃを改良し，遊びに使うものを工夫してつくることのおもしろさを実感させる。
・つくったおもちゃを友達と比べる場を設定して，互いのおもちゃの共通点と相違点に着目し，自分のおもちゃを改良する視点をもてるようにする。
・おもちゃを競い合う場などを設定して，遊ぶときの約束やルールをつくり，それらを守って遊ぶと楽しいことに気付けるようにする。
・みんなで遊ぶ際には，遊ぶ場の準備に時間をかけることよりも，遊ぶ時間を十分確保するように心がける。
・可能であれば，異学年との交流や保護者の参加などを計画する。
・友達のおもちゃで遊んだ後に，おもちゃをつくった友達に感想を伝える時間を確保する。
・「園児にしてあげる」のではなく，「いっしょに楽しく遊ぶ」ことをねらいとし，園児にとっても学びのある活動になるようにする。
・園児が楽しく遊ぶためには，おもちゃの強度を増したり，遊びのルールを簡素化したりするなどの工夫が必要なことを考えさる。
・活動にあたっては，安全確保に十分留意するとともに，園児の安全を守る立場にあることを含めて，児童にも改めて指導を行う。
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	月
	単元名／題材名
目標
	
	
	

	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	
	７　みんな　いっしょに
目標：自分の１日の生活を振り返り，家の人と一緒に仕事や趣味のことをする中で，家の人といっしょにしたり自分の役割が増えたりすることの喜びを感じるとともに，家の人のことや自分でできることなどが分かり，家庭における自分の役割を積極的に果たし，規則正しく健康に気をつけて生活することができる。
	全
12


	
	

	12

１


	１　じぶんの 　　　　　　いちにちを 　　　　ふりかえろう
２　いえの ひとと 
　　　いっしょに 
　　　　　　しよう
３　じぶんで 　　　できる　ことを 　　　　しよう
４　ありがとうを 
　　　　とどけよう
５　むかしからの 
　　　あそびを　　 して　みよう
	□自分の１日の生活に関心をもち，規則正しく健康に気をつけて生活すること
□１日の生活を振り返って考え，記録用紙にまとめること
□食事や睡眠時間など，規則正しく健康な生活をすることの大切さに気付くこと
□家の人がしている仕事や趣味に関心をもち，自分も一緒にすること
□家の人がしている仕事や趣味のことを振り返り，いっしょにできることを考え，計画を立てること
□家の人がやっている仕事や趣味のことが分かり，家の人といっしょにすることの楽しさに気付くこと
□家の人のために，自分でできることをすること
□家の人のために自分でできることを考え，計画を立て，家庭生活が楽しくなるように工夫しながら実行すること
□自分が家の人に支えられていることや家庭の中での自分の役割に気付くこと
□自分の家庭生活を支えてくれている家の人に感謝の気持ちをもち，手紙などで伝えるとともに，これからも自分の家庭での役割を果たすこと
□家庭生活を支えてくれている家の人の気持ちや思いについて考え，手紙にかいて伝えること
□地域の方に昔からの遊びを教わったり，一緒に楽しんだりすること
□昔からの遊びの楽しさや地域の方の優しさ，いっしょに遊ぶことの楽しさに気付くこと
	３
３
３

３
外
	
	・朝起きてから夜寝るまでの生活について想起させ，記録用紙にまとめる活動を通して，自分の１日の生活に関心をもてるようにする。
・起床時刻や就寝時刻も記入させ，規則正しい生活についても考えさせる。
・教科書の写真などを参考にしながら，ふだん家の人と一緒にしていることについて，考えさせる。
・家の人と一緒にしてみた中で，楽しかったことやうれしかったことについて話し合うことで，家庭のあたたかさについて考えるようにする。
・教科書の写真などを参考にしながら，自分でできることについて，考えさせる。
・自分で実行したことについて，発表し合う中で，これからも続けたり新たなことに挑戦したりしようとする意欲を高める。
・家庭により環境が異なるので，家の人からの手紙を依頼する場合には，十分配慮して実施する。全員ではなく，代表の保護者に依頼した手紙を全体の場で読み上げ，それぞれに，家の人に対する気持ちを考えさせる方法もある。
・協力していただく地域の方に，活動のねらいをしっかりと伝え，理解していただく。


	
	８　ふゆを　たのしもう
目標：冬の校庭や公園で，身近にあるものを使って友達と遊んだり，動植物，風，光，氷などの自然を利用して工夫して遊んだりして，遊びのおもしろさや自然の不思議さ，季節の変化に気付きみんなで遊びを楽しんだり，自分たちの生活を楽しくしたりすることができるとともに，みんなで使う校庭や公園を支えている人々がいることが分かり，それらを安全に正しく使うことができる。
	全
９


	
	

	
	１　そとで あそぼう
２　かぜで あそぼう

	□冬に屋外で遊ぶことに関心をもち，動植物を観察したり，冬の自然を使って遊んだりすること
□諸感覚を使い，冬の動植物を観察したり冬の自然現象を利用した遊びを考えたりして，みんなで楽しく遊ぶこと
□冬になって，風や日差しなどの自然の様子も変わってきたことや，自然の不思議さ，それらを利用して遊びをつくり出すおもしろさに気付くこと
□冬の風に関心をもち，風を利用して遊ぶおもちゃをつくって，みんなで楽しむこと
□風を上手に利用する方法を考えて，おもちゃのつくり方や遊び方を工夫しながら遊ぶこと
□風を使っておもちゃをつくり出せるおもしろさや，風によって起こる現象の不思議さに気付くこと
	３

３


	
	・現在の活動場所の様子を夏や秋と比較し，動植物などの様子の変化に気付くようにする（以前の活動のビデオや写真を活用する）。
・冬の遊びを紹介しながら，みんなで工夫して楽しめるようにする。
・うがい，手洗いなど，衛生面の指導を徹底する。
・前時までの活動から，風を使った遊びについて話し合い，意欲化を図る。
・工夫したことを教え合わせるために，遊びの中で声をかけたり，問いかけたりする。
・風がある晴れた日に活動ができるよう授業計画を組んでいく。
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	単元名／題材名
目標
	
	
	

	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	２

３


	３　ふゆの 　　　　　　　こうえんに 　　　　　　いこう
４　ゆきや こおりで　　　　　あそぼう

	□公園の冬の様子に関心をもち，公園の動植物を観察したり，公園に来ている人や公園を管理している人とかかわったりすること
□公園には，みんなが気持ちよく利用できるようにどのような工夫や約束があるかを考え，友達や先生と話すこと
□公園にはみんなが気持ちよく利用できるように，掃除したり管理したりしている人がいることに気付くこと
□雪や氷に関心をもち，それらを利用して友達と楽しく遊ぶこと
□雪や氷を使った遊びを考え，友達と相談しながら遊ぶこと
□雪や氷を使って遊ぶおもしろさや，溶けたり固まったりする，雪や氷の性質の不思議さに気付くこと
	３

外


	
	・季節の変化により，危険箇所が変化している場合もある。事前に再度危険箇所のチェックをしておく。
・公園を利用している人や公園を管理してい
る人とかかわりをもつことができるように，事前にお願いをしておくことも考えられる。
・季節の移り変わりを実感しながら，自分たちの遊びを楽しんだり，生活を工夫したりできるようにする。


	
	８　もうすぐ　２年生
目標：来年度に入学してくる新しい１年生を迎えるために，自分の１年間の生活やできるようになったことを振り返ったり，新しい１年生とかかわりを深めたりする中で，今の自分との違いを実感し，自分自身の成長に気付くとともに，進級への期待感と意欲をもつことができる。
	全
15


	
	

	
	１　あたらしい 　　　　　１ねんせいを 　　　　しょうたい　　　　　　しよう
２　あたらしい 　　　　　１ねんせいと　　　　いっしょに　　　　　あそぼう
２　あたらしい 　　　　　１ねんせいを　　　　むかえる　　　　　じゅんびを　　　　　　しよう
４　もうすぐ 　　　　　　　２ねんせい

	□自分が進級することに関心をもち，新しい１年生を迎える準備をすること
□自分が入学したころのことを振り返り，そのころの気持ちを思い出しながら，工夫して，新しい１年生を迎える準備をすること
□入学してからの１年間で，自分が大きくなったことに気付くこと
□新しい１年生に学校のことを教えたり，いっしょに遊んだりすること
□新しい１年生が相手であることを考え，教えることを選んだり，伝え方を工夫したり，いっしょに遊ぶときのルールを変えたりすること
□新しい１年生と自分たちとでは，できることや役割が違っていることに気付くこと
□これまでの１年間に自分がしてきたことに関心をもち，新しい１年生に伝えようとすること
□１年間の生活を振り返り，新しい１年生に伝わりやすい方法を選んで作品をつくるとともに，自分ができるようになったことについて友達や先生と伝え合うこと
□入学してからの１年間で，自分が成長していることに気付くこと。
□２年生ですることへの期待感をもち，友達と挑戦してみたいことを話し合うことができるようにする。
□自分の成長に希望をもち，２年生での生活について考え友達と話し合うことができるようにする。
□自分自身が，これからも成長できることに気付くことができるようにする。
	４

４

４

３


	
	・これまでの活動場面を撮影した写真や，児童の表現作品などを用意しておく。
・資料が不足している場合には，さまざまな教科の教科書紙面を振り返らせることで，１年間を想起させる手がかりとしてもよい。
・友達や先生に教わって，できるようになったことに気付いている児童を称賛し，全体に広める。
・新しい１年生に伝えることを考慮して，漢字を使わないで書いたり，絵を使って伝えようとしていたりする児童を取り上げ，全体に広める。
・国語科の「話す・聞く」との関連を図り，相手に応じた話し方や順序立てて話すこと，適切な聞き方などを指導する。

・交流場面では，１年生を２つのグループに分け，前半と後半で，発表する側と聞く側とを交替で行う。
・前時の活動でかかわってなかよしになった，来年度に入学してくる新しい１年生のことを発表させ，迎える対象を具体的にイメージできるようにする。
・クラス全体で，「入学してくる新しい１年生に，１年間の楽しかったことを教えよう」という思いを共有させ，役割を決め，みんなで作品をつくるように指導する。
・１年生に学校を案内するために，もう一度学校探検をしたり，看板を貼ったりして，迎える準備を行う。
・春の季節探しなどを行い，２年生になる時期が，もうそこまで来ていることを実感させる活動を取り入れることも考えられる。
・クラス全体で取り組みたいことについて話している児童を取り上げ，「みんなでこれからも頑張っていこう」という雰囲気づくりを行う。

	      １学期　予定時数　３３時間　　　実施時数　　　時間
	前　期　予定時数　４８時間 　　　実施時数　　　時間

	      ２学期　予定時数　４２時間　　　実施時数　　　時間
	後　期　予定時数　５４時間 　　　実施時数　　　時間

	　　　３学期　予定時数　２７時間　　　実施時数　　　時間
	

	　　　　　　　　　　　　　年　間　予定時数　１０２時間　　　実施時数　　時間
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